
　三橋中学校読書部は、毎年夏休みに市内の保育園で絵
本の読み聞かせ活動を行っています。7月 28日、生徒
7人は『にゃーご』『すてきな三にんぐみ』など絵本 5
冊を、ひまわり保育園の年長児 22人に読み聞かせまし
た。お兄さんとお姉さんの読み聞かせに、園児たちは楽
しそうな表情を浮かべながら聞き入りました。またじゃ
んけんゲームでも園児と交流。部長の中川梨貴弥君（2
年）は「うまく読み聞かせができた。園児が楽しんでく
れて良かった」と笑顔で話しました。

三橋中学校読書部「絵本の読み聞かせ活動」
絵本とても楽しかったよ

　元プロバスケットボール選手の川
かわづら

面剛さんを講師に迎
えたバスケットボール教室が 8月 3日、市民体育館で
行われました。市内 5つのミニバスケットボールチーム
から 110 人の児童が参加。ボールを使った簡単なスト
レッチやドリブル、パスなどの基本動作を重点的に練習
しました。川面さんは「バスケットボールを楽しむこと
が一番大切」と指導。児童たちは、川面さんによって楽
しく工夫された基礎練習で、楽しみながらバスケットボ
ールに必要な基本動作を学びました。

市バスケットボール教室
元プロ選手が子どもたちに熱血指導
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身近な話題などお知らせください！

情報をお待ちしています

団員たちは悲劇の女性電話交換手を熱演

　柳川市民劇団くもで座は 7月 30日と 31日、『さよ
ならの夏～ 1945 年・8月・樺

からふと

太～』を公演しました。
この作品は終戦直後、樺太の真岡郵便局で、自決した
9人の女性電話交換手の悲劇を舞台化したもの。太平
洋戦争開戦 70 周年を迎え 6年ぶりに再演しました。
今回、脚本の一部が見直され、本市出身で最後の樺太
庁長官、大津敏男氏が、ソ連軍の侵攻に備え、守りを
固めるよう指示したエピソードが盛り込まれました。

平和の尊さを感じて

　柳川に本格的な夏の訪れを告げる中島祇園祭りが、7
月 23日、中島地区の八

やつるぎ

劔神社を中心に繰り広げられま
した。大蛇山車や獅子山車のほか、着物を着た女性が華
麗な舞を披露する踊り山車、殿様にふんする子どもをか
ごに乗せた殿様行列が地区内を練り歩き、無病息災や豊
作豊漁などを祈願。大蛇山車の大蛇の口から火花が勢い
よく出ると、山車の周りに集まった人たちから大きな歓
声が沸き起こりました。また露店も立ち並び、浴衣姿の
若者や家族連れでにぎわいました。

中島祇園祭り
遅くまで祭りの熱気に包まれる
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市民劇団「くもで座」夏季公演
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　有明小学校北側を流れる水路で 7月 24 日、皿垣・
有明ほりンピックが開かれました。昔から交流がある
皿垣校区と有明校区の人たちが和気あいあいと楽しみ、
水の恵みに感謝するイベント。四角いてんま舟での水
上綱引きや水上輪投げなど、子どもから大人まで参加
して勝負を競いました。てんま舟競争では真っすぐ進
まず悪戦苦闘する姿に、味方のチームだけでなく、相
手チームにも温かい声援が送られました。

第 5回皿垣・有明ほりンピック
堀を通じて交流を深めた

児童に楽しくバスケットボールを教える川面さん

子どもから大人まで力を合わせた水上綱引き
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生徒たちの読み聞かせに園児は静かに聞き入った

大蛇が火花を散らすと盛り上がりは最高潮に


